
塩谷ゼミの紹介
塩谷昌史



担当教員の紹介（教育歴）

• 1968年 京都市生まれ

• 1987年 京都府立洛西高等学校卒業

• 1993年 滋賀大学経済学部卒業

• 1999年 大阪市立大学大学院・経済学研究科修了（経済学博士）



教員の紹介（職歴）

• 1999年 東北大学東北アジア研究センター助手（ロシア交流担当）

• 2007年 東北大学東北アジア研究センター助教（ロシア研究・一般教養科目担当）

• 2019年 大阪市立大学大学院・経済学研究科・准教授（西洋経済史担当）

• 2022年 大阪公立大学大学院・経済学研究科・教授



サンクトペテルブルク大学
経済学部を訪問（2019年9月）

経済学部の先生と打合せ 講演後、大学院生と



他の経済学部教員と異なる点

・通算、5年ほどロシア（シベリア）で仕事をした経験があること

・以前に勤務した研究所が、学際センターだったため、工学部や理学部、文学部出身の教員
と共同研究を行っていた点

・様々な国の外国人と共同研究をしてきたこと



専門と趣味

• 専門：ロシア研究、西洋経済史

• 海外渡航：ロシア訪問回数50回超。訪問した外国数：30数か国

• 趣味：海外旅行、読書、映画鑑賞



塩谷ゼミの方向性

• 「常識を疑う」をモットーに、ゼミの内容を設計

• 俯瞰的に見る能力を高め、学際的な知識を身に着ける

• 教員の専門（西洋経済史）を学ぶのではなく、一般教養を深める



ゼミの具体的なコンテンツ

• 常識を疑う姿勢：マスコミの伝えるニュースは本当に正しいか？

• 学問の基本的方法を習得：問いを立てる（常識を疑う）→仮説を考える→検証する

• 社会現象をシステムとして考える習慣（俯瞰的思考、学際的思考）



ゼミのコンテンツ

• 『日本経済新聞』とFinancial Timesの記事を比較し、その違いを考察

→日英の報道の仕方や、ニュースの焦点の当て方の違いを学ぶ

• 文献の輪読

• 卒業論文の作成：学問の基本的方法を習得

• 他大学のゼミ生との討論（三商大ゼミ）



FINANCIAL TIMES

• ロンドンで編集される英国の経済新聞。しかし所有者は、日本経済新聞社

• 英語圏で販売される経済新聞としては、最高級（価格でも品質でも）

• 読者層は世界のビジネス・リーダー

• この新聞の記事を読むことで、日本が世界にどのように報道されているかを知る



FINANCIAL TIMES



英文記事と日本語記事との比較

FINANCIAL TIMES 日本経済新聞



ゼミのテキストについて

• 3回生前期：「社会をシステムとして考える」→『ザ・ゴール』で全体最適を学ぶ

• 3回生後期：「統計データについて考える」

• 4回生前期：「科学技術の動向を学ぶ」

• 4回生後期：「行政について学ぶ」



テキストの一例



卒業論文のタイトル（例1）

• 自転車業界の事例に基づく分業の考察

• 「くまモン」の成功要因について

• 横浜DeNAベイスタースから見る球団経営

• 地方スーパー閉店の深刻化への対策



卒業論文のタイトル（例2）

• ソロアイドルが少ないのはなぜか

• 同調圧力をもたらす「日本型集団」

• 投機と転売

• なぜドル相場の変動が国際企業の輸出量に影響を与えるのか
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